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研究内容 

 

軟骨は無血管組織であり、通常の組織と異なり一度損傷すると自然に再生することはほとんどありませ

ん。しかしながら、細胞シート工学を応用した関節軟骨再生の臨床研究では、細胞シートの移植により従来

の治療法では難しい硝子軟骨の再生が確認されています。細胞シートにより促進される軟骨再生機序を分

子レベルで明らかにすることで、これを模倣した軟骨損傷治療薬の創製つながる可能性があり、軟骨再生機

序の鍵となる因子の同定をすすめています。軟骨の変性・摩耗・消失は長い年月をかけ徐々に進行するた

め、ごく初期の段階から、軟骨変性の進行に介入できる低侵襲な治療法が求められています。再生医療と

同様の効果を外来治療で可能な関節内投与で実現することをゴールとして研究を進めています。 
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